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域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
電
源
地
域
の
元
気
な
姿
を
紹
介
し
ま
す
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　おおい町は、県の南西部に位置し、平成18
年３月３日、大飯町と名田庄村が合併して誕
生した人口約９千人の町です。
　昔この地では、若狭湾の海水を焚き、塩を
都へ送っていたと伝えられています。その火

が 今 は 原
子力となっ
て 都 市 を
支 え て い
ます。そし
て、300 年
余 の 伝 統
を持つ、愛
宕 の 火 祭
り（ 火 勢 ）
が 今 も な
お 受 け 継
が れ て い
ます。

　その「火」を絶やすことなく未来へ伝え、
さらに、新しい「おおい町」の伝統づくりと
地域の活性化をめざして、今年で 12 回目と
なる「若狭おおいスーパー大火勢」が８月
５日に行われました。このスーパー大火勢は、
高さ 20 メートル、重さ１トンの木の葉型の
燃え上がる大松明を、若衆が「ヤッサー、ヤッ
サー」という勇ましい掛け声に合わせて回転
させます。闇夜に浮かび上がる炎の輪はとて
も力強く、幻想的な風景です。
　この祭りは町民参加型のイベントとして開
かれ、実行委員会（有志）によって企画・運
営されます。準備は、松明材料（カヤ）の用
意など、祭りの半年前から始まります。祭り
当日には、町全体が多くの人で賑わい活気づ
きます。

若狭おおいのスーパー大
お お が せ

火勢
～新しい町の伝統づくりと地域の活性化をめざして～

福井県 おおい町
福 井

舞い散る火の粉を振り払いながら回転する大火勢。
場内の熱気は最高潮に

お問合せ先
おおい町 企画課
ＴＥＬ ０７７０‐７７‐１１１１

　伊方町は、四国の最西端、九州に突き出た「日
本一細長い半島」と言われる佐田岬半島に位置
し、平成17年４月に、旧三崎、瀬戸、伊方の三つ
の町が合併し、新しい伊方町として誕生しました。
　九州との間に広がる豊予海峡で水揚げされる

「岬
はな

アジ・岬
はな

サバ」、半島特有の段々畑で、陽の光
をいっぱいに浴び、風味豊かに育ったさつまいも

「瀬戸金太郎いも」、柑橘王国である愛媛の中で
も名産地として知られる「清見タンゴール、温室
みかん」等、合併により自慢できる特産品が益々
充実してきました。
　７月29日から3日間にわたり行われた「きなは

いや伊方まつり」は、旧伊方町の時代から数えて、
今年で17回目となり、今では、自分達で作り上げ
た真夏の元気なイベントとして広く認知されて
います。
　中でも、「杜氏の里の酒まつりと食の祭典」は、
伊方の郷土料理を肴に、伊方町が誇る歴史ある

「伊方杜氏」が丹誠込めて醸し出した自慢の酒が、
無料で味わえるということで、根強いファンに支
持され続けています。
　この他にも、アジ、タイ、ヒラメ等の活魚のつか
みどり、和太鼓の競演、こどもすもう大会、姉妹
都市北海道泊村の物産販売、電力会社の協力に
よるキャラクターショー等々、例年の猛暑の中、子
供からお年寄りまで、来場者の期待を裏切らな
い盛りだくさんの催しで盛り上がりました。　

（電源立地地域対策交付金活用事業）

オープニングセレモニーの風景（伊方堂々太鼓ジュニアの演奏）

お問合せ先
伊方町 商工観光課
ＴＥＬ ０８９４‐３８‐０２１１

みんな、伊方へ来なはいや。～特産品がいっぱい「きなはいや伊方まつり」～
愛媛県 伊方町

愛 媛

　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
～
電
源
地
域
ニ
ュ
ー
ス
～
」
で
は
、
電
源
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要

望
を
積
極
的
に
誌
面
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
地
域
で
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
事
業
や
施
策
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
巻
末
に
ご
ざ
い

ま
す
ハ
ガ
キ
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
掲
示
板

お問い
合わせは
こちら→

お問い
合わせは
こちら→

　平成十七年十月の合併により誕生したたつ
の市は、播州平野南西部に位置し、北側には
山地が広がり、南側は瀬戸内海に面し、南北
に貫く形で清流揖保川が流れており、自然環
境に恵まれています。
　市の特産品である紫黒米は、平成十一年か
ら揖西・神岡地区で生産されています。この
紫黒米の濃い紫色には、高い抗酸化性をもつ
アントシアニンが含まれており、視力改善や

老化防止に効果があると言われていま
す。
　白米一合に対し紫黒米大さじ一杯
程度入れると「おこわ」に大変身、赤
飯のような色味食感が味わえます。
　また、紫黒米を原料とした加工品の
研究開発が進んでおり、現在では、素
麺や寿司、うどん、甘酒、味噌、和菓子、
洋菓子、パン、清酒、健康酢などといっ
た十五種類を販売しています。

岐
阜
県
本
巣
市

　本巣市は、岐阜県の南西部、福井県との
県境にある能

のうごうはくさん

郷白山から南へ縦長に位置し、
自然と人が共生し、快適で心ふれあうまち
です。
　本市は柿、イチゴ、水稲を主要農作物と
しており、なかでも富有柿は、全国的にも
一大産地として知られ、明治時代から栽培
されている特産品です。岐阜県が原産地で、

実が大きく
て甘く、「柿
が赤くなれ
ば医者が青
くなる」と
言われるほ
ど栄養たっ
ぷりです。
　市には、
柿の文化を
広めようと

「古墳と柿の館」があり、ここでは柿の歴史
や品種、柿を呼んだ歌や物語、諺などにつ
いて触れることができるほか、大正時代か
ら昭和三十年頃までの農家の暮らしぶりや
柿栽培に使われた農機具などを見ることが
できます。
　また、「富有柿をそのまま食べるのもおい
しいけど、加工するとまた違ったおいしさが
味わえる」ことも知ってもらいたいと、柿を
利用した加工品の数々を販売しています。
　なかでも、「富有柿ジャム」は、十数年前、
柿農家の主婦が集まって、試行錯誤の結果
生まれた逸品です。富有柿とグラニュー糖、
レモン汁以外は、何も添加しておらず、自
然食品そのもの。富有柿とレモンの風味が
マッチして、パンやヨーグルト、クッキーな
どによく合います。手作りで、しかも癖の無
さと珍しさから大好評です。ぜひ一度ご賞
味あれ！

紫
しこ く ま い

黒米あれこれ

富有柿ジャムセット

　特に紫黒米健康酢は、平成十七年度に農
林水産省主催の優良ふるさと食品中央コン
クールで「農林水産省総合食料局長賞」を
受賞しました。
　この紫黒米健康酢は、甘味料無添加で伝
統の発酵技術により天然クエン酸を多く含み、
一般の食酢よりもまろやかで飲みやすい健康
酢として親しまれています。
　なお、紫黒米、紫黒米素麺、紫黒米健康
酢は地方発送できます。お立ち寄りの際には、
ぜひお求めください。

紫黒米が練りこまれたパン紫黒米健康酢

富有柿ジャム

兵
庫
県
た
つ
の
市

・たつの市産業部農林水産課	 〈販売所〉龍野観光売店「さくら路」
　TEL：0791-64-3157	 　TEL：0791-63-9456
〈販売所〉国民宿舎赤とんぼ荘	 〈販売所〉龍野駅前観光案内所
　TEL：0791-62-1266	 　TEL：0791-63-9955

・本巣市富有柿の里	 ・フルーツ工房糸貫　
　富有柿センター	 　代表 高橋
　TEL：058-323-4511	 　TEL：058-324-0717
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今
回
は
本
年
七
月
十
九
日

（水）
・
二
十
日

（木）

に
当
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
研
修
No.　
11

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
を
学

ぶ
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
中
か
ら
、
初
日
の

講
義
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
研
修
で
は
、
は
じ
め
に
東
洋
大
学
の
青

木
辰
司
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
続

い
て
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進

事
例
と
し
て
、

①
北
海
道
深
川
市
谷
口
歩
会
夢（
フ
ァ
ー
ム
）

代
表
、
元
気
村
・
夢
の
農
村
塾
塾
長

　

谷
口　

保
幸
氏

②
秋
田
県
仙
北
市
西
木
町
農
家
民
宿“
泰
山
堂
”

藤
井　

け
い
子
氏

③
熊
本
県
人
吉
市
ひ
ま
わ
り
亭　

　

本
田　

節
氏

④
大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
支
所
商
工
歓
交
課

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
係
係
長

　

河
野　

洋
一
氏

と
、
各
方
面
か
ら
お
招
き
し
た
担
当
講
師
に

よ
る
事
例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
の
電
源
市
町
村
か
ら
三
十

三
名
の
参
加
が
あ
り
、
公
演
後
の
情
報
交
流

会
な
ど
、
大
変
実
り
の
多
い
研
修
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

■
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、「
緑
豊
か
な

農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
、
文
化
、

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
」

と
い
う
の
が
農
林
水
産
省
の
定
義
で
す
。
都
市

側
に
は
余
暇
活
動
の
ニ
ー
ズ
や
自
然
回
帰
志
向

が
あ
る
一
方
、
農
山
漁
村
側
に
は
地
域
お
こ
し
の

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
双
方
の
か
け
橋
に
な
る
の
が
、

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
す
。
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
通
過
型
の
観
光
で
は

な
く
、
地
域
に
根
付
い
た
地
域
資
源
や
住
人
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
田
舎
暮
ら
し
に
触
れ
る
滞

在
型
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
単
な
る
「
観
光
」
で
は
な
く
、
ま
た
、

あ
な
た
の
地
域
の
担
い
手
づ
く
り

最
近
の
研
修
事
業
か
ら

東洋大学社会学部 教授 青木 辰司氏　

野
菜
を
採
っ
た
り
、
蕎
麦
を
打
っ
た
り
と
い
う

農
業
体
験
だ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
に
、

行
政
本
位
の
体
制
で
は
難
し
く
、
民
間
の
力
を

は
じ
め
、
最
近
で
は
、
女
性
の
細
や
か
で
温
か
い

心
配
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。　

■
イ
ギ
リ
ス
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

次
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
国
で
あ

る
イ
ギ
リ
ス
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
散
歩
を
楽
し
む
文
化
や
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
愛
す
る
文
化
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

大
半
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
で
暮
ら
す
こ
と
を

夢
見
て
い
ま
す
。
こ
の
志
向
は
、
比
較
的
裕
福

な
人
々
が
静
寂
で
美
し
い
田
園
地
域
を
移
住
地

と
し
て
選
択
し
た
り
、
余
暇
時
間
の
増
大
に
よ
っ

て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
需
要
が
拡

大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
イ
ギ
リ
ス
型
グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
質
】

・
小
規
模
民
宿
は
、
営
業
許
可
取
得
が
容
易
で

あ
る
た
め
、
空
き
部
屋
をB&

B

民
宿
（
朝

食
付
民
宿
）
と
し
て
比
較
的
容
易
に
営
業
で

き
る
。

・
パ
ブ
（
地
方
の
交
流
空
間
と
し
て
の
居
酒
屋
）

の
整
備
・
充
実
に
よ
り
、
Ｂ
＆
Ｂ
方
式
の
農

家
民
宿
が
成
立
し
や
す
い
相
補
性
が
あ
る
。

・
私
的
財
産
を
公
共
的
利
活
用
す
る
意
識
が
高

い
た
め
、
一
般
の
田
園
地
帯
に
も
牧
草
地
の
間

を
自
由
に
散
歩
で
き
る
公
共
遊
歩
道
が
普
及

し
て
い
る
。

・
質
の
確
保
に
つ
い
て
、
等
級
制
度
を
導
入
し

て
い
る
。

・
静
寂
で
美
し
い
景
観
、
清
浄
な
空
気
や
水
と

い
っ
た
環
境
保
全
へ
の
配
慮
の
高
さ
が
伺
え
る
。

・
歴
史
的
建
造
物
の
価
値
基
準
の
高
さ
と
相
続

税
な
ど
権
利
問
題
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
く
、

容
易
に
人
に
譲
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
空
家
状
態
が
少
な
い
。

■
日
本
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題

　

日
本
全
国
各
地
の
農
家
民
宿
や
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
た
多
く
の
実
践
地

で
は
、
行
政
が
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
立
ち
上
げ
段
階
で
、
行
政
が

主
体
と
な
っ
て
啓
発
・
普
及
に
努
め
、
主
体
的

な
実
践
者
を
幅
広
く
集
め
ま
す
。
そ
れ
を
地
域

全
体
（
行
政
、
議
会
、
地
域
組
織
、
各
種
団
体

等
）
で
支
援
す
る
体
制
や
制
度
を
作
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
住
民
の
主
体

的
な
実
践
が
、
組
織
的
な
も
の
に
な
っ
た
時
点

で
、
後
方
支
援
に
回
る
と
い
っ
た
「
行
政
主
導
・

後
方
支
援
」
の
推
進
が
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
と
っ
て
、
現
実
的
な
実
効
を
有

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

【
講
義
】ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題―

日
英
比
較
を
通
し
て

東
洋
大
学
社
会
学
部　

教
授　

青
木
辰
司
氏

　

電
源
地
域
市
町
村
の

方
々
の
み
な
ら
ず
、
首

都
圏
の
消
費
者
の
方
々

か
ら
も
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま

ん
市
」
で
す
が
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
本
年
度

は
開
催
し
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
電
源
地
域
市
町

村
の
方
々
か
ら
当
事
業
を
再
開
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
、

特
に
四
万
人
を
超
え
る
Ｄ
Ｍ
会
員
を
中
心
と

し
た
「
じ
ま
ん
市
」
の
お
客
様
と
の
つ
な
が

り
を
、
何
と
か
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
考
え
、
こ
の
た
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト「
ビ
ッ
ダ
ー
ズ
」（
運
営
：

㈱
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
）
に
「
電
気
の
ふ
る
さ

と
じ
ま
ん
市
」
を
出
店
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
の
商
取
引
に
つ
い
て
は
い
ま

や
年
間
約
六
兆
円
と
急
激
な
成
長
を
見
せ
て

お
り
、
将
来
的
に
は
非
常
に
有
望
な
市
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
源
地
域
市
町
村
の
事
業
者
の
方
々
の
中

で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
り
、
モ
ー

ル
に
出
店
さ
れ
た
り
と
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
に
不
慣
れ
だ
っ
た
り
、
高
速

回
線
が
未
整
備
だ
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
取

り
掛
か
れ
な
い
事
業
者
の
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
の
店
舗

を
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
大
手
の
「
ビ
ッ
ダ
ー
ズ
」
に

出
店
し
、
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
電

源
地
域
の
特
産
品
や
名
産
品
を
ネ
ッ
ト
モ
ー

ル
上
で
販
売
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
店
す
る「
ビ
ッ
ダ
ー
ズ
」は
、「
楽
天
」

「
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
次
ぐ
業
界

三
位
の
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
事
業
者
で
あ
り
、
一
日

一
六
〇
〇
万
も
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す

る
た
め
、
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
で
き

れ
ば
、
特
段
の
パ
ソ
コ
ン
技
術
が
な
く
て
も

出
品
・
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
試
験
的
な
実
施
と
と
ら
え
、
一

〇
〇
社
三
〇
〇
産
品
程
度
の
参
加
を
見
込
ん

で
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
予
想
を
遙
か

に
超
え
る
お
よ
そ
一
六
〇
社
六
〇
〇
産
品
の

申
込
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
源
地
域
市

町
村
の
方
々
の
「
じ
ま
ん
市
」
へ
の
高
い
評

価
と
期
待
の
裏
返
し
で
あ
る
と
事
務
局
職
員

一
同
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

モ
ー
ル
店
舗
は
、
年
末
の
お
歳
暮
商
戦
に

間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
十
一
月
初
め
の
開
店

を
目
指
し
て
、
鋭
意
準
備
作
業
中
で
す
。
開

店
に
あ
た
り
ま
し
て
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
お
立
ち
寄
り
頂
き
、
電
源
地
域
の

じ
ま
ん
の
産
品
を
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
い
。

本
件
事
業
の
今
年
度
の
申
込
に
つ
き
ま
し

て
は
、
す
で
に
締
め
切
ら
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」の
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
出
店
に
係
る
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

販
売
支
援
課

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
９　
　

e-m
ail

：m
sp@

div.dengen.or.jp

　

ま
で

一ヶ月420万人が訪れる！ｂｉｄｄｅｒｓサイト

人材育成事業

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」が

ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
出
店
し
ま
す
！

販売支援事業
電気のふるさとじまん市

in

代
行
会
社

電
源
地
域
市
町
村
内
の

団
体
・
事
業
者

②産品情報

⑩産品送付

⑤販促活動 ⑥集客・販促

①掲載産品募集

④出店・産品掲載③販売代理契約 アクセス

⑨代金請求・支払い⑪清算払い

⑧注文情報 ⑦産品注文 ⑦産品注文

ネットモールネットモール

お
客
様

ネットモールにおける販売の流れネットモールにおける販売の流れ

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
源
地
域
の
長
期
的
・
自
立
的
な
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
研
修
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
国
内
外
合
わ
せ
て
二
十
八
件
の
様
々
な
テ
ー
マ
を
設
定
。
先
進
地
事
例
の
紹
介
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

実
務
的
な
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

人
材
育
成
課

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
４　
　

e-m
ail

：jinzai@
div.dengen.or.jp

　

ま
で
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平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日

（火）
か
ら
十
一
月

二
日

（木）
ま
で
の
三
日
間
、
佐
賀
県
玄
海
町
に
お

い
て「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０
０
６
in
玄
海

町（
主
催
：
玄
海
町
、
経
済
産
業
省　

後
援
：

佐
賀
県
、唐
津
市　

実
施
主
体
：

（財）
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
）」を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
日
に
開
会
式
と
講
演
会
、

交
流
会（
交
流
会
は
玄
海
町
と
電
源
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
の
共
催
）を
、
二
日
目
は
地
域
振

興
事
業
検
討
会
・
分
科
会
を
、三
日
目
は
玄
海

原
子
力
発
電
所
や
三
法
交
付
金
施
設
を
巡
る

実
地
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

二
日
目
の
地
域
振
興
事
業
検
討
会
・
分
科
会

で
は
、「
地
域
資
源
開
発
」「
地
域
経
営
戦
略
」と

い
っ
た
切
り
口
か
ら
電
源
地
域
の
今
日
的
課

題
を
考
え
ま
す
。ま
た
、「
玄
海
町
を
ケ
ー
ス
と

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０
０
６
ｉｎ
玄
海
町
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
に
組
織
改
編
を
い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
体
制
と
連

絡
先
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

変更前 変更後５部１室15課 ４部13課

企業立地部

企業誘致室

審査課

立地第一課

立地第二課

誘致第一課

誘致第二課

産業育成部 人材育成課

販売支援課

振興相談部 協力課

推進課

総務部 総務課

経理課

給付金課

企画調査部 企画・情報管理課

調査課

広報課

総務企画部

（財）電源地域振興センター　機構

TEL:03-5405-8111（代）
FAX:03-5405-8101

振興調査部 TEL:03-5405-8112
FAX:03-5405-8101

振興業務部 TEL:03-5405-8115
FAX:03-5405-8102

振興支援部

人材育成課

販売支援課

普及啓発課

TEL:03-5405-8114
FAX:03-5405-8103

総務課

企画管理課

経理課

調査企画課

調査第一課

調査第二課

振興業務課

企業誘致課

立地審査課

給付金審査課

※

※普及啓発課は、平成 18 年 12 月 31 日まで、振興調査部に置く。

し
た
地
域
振
興
分
科
会
」で
は
玄
海
町
の
職
員

や
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
同
町
の
強
み
や
弱

み
、
今
後
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
の
施
策
を
探

り
ま
す
。

　

開
催
地
の
玄
海
町
は
、
九
州
電
力
㈱
の
玄

海
原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
、「
電
気
の
ふ
る

さ
と
」と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
一
方
、
豊

富
な
海
の
幸
、
新
鮮
な
農
産
物
、「
佐
賀
牛
」に

代
表
さ
れ
る
畜
産
物
、「
浜
野
浦
の
棚
田
」を
は

じ
め
と
す
る
美
し
い
風
景
な
ど
、地
域
資
源
が

豊
か
な
町
で
す
。こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
を

機
に「
玄
海
町
」に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
の
内
容
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
各
種
案
内
や
資
料
、当
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
は
八
月
に
参
加
募
集
を
行
い
、
既

に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。   

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
を
一
過
性
の
も
の
と

し
な
い
た
め
に
、
今
年
度
は
講
師
陣
か
ら
の

「
事
前
課
題
」や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
分
科
会
の
参
加
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、是
非
お
応
え
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玄海町 浜野浦の棚田（佐賀県 伊万里市　徳田武久さん撮影）

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
２　
　

e-m
ail

：kouhou@
div.dengen.or.jp　

　

ま
で

人事往来

【
読
者
プ
レ
ゼ 

ン
ト
】　　
　

　

今
号
の「
電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
」

で
ご
紹
介
し
た
北
海
道
東
川
町
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

「
東
川
産
米
缶　

ほ
し
の
ゆ
め
」を
五
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ

ガ
キ
に
本
紙
へ
の

ご
意
見
、ご
感
想
な

ど
を
ご
記
入
の
上
、

十
月
二
十
日（
消
印

有
効
）ま
で
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。な
お
、

当
選
の
発
表
は
発

送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
ほ
し
の
ゆ
め
」に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

東
川
町
役
場　

特
別
対
策
室

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
東
町
一
丁
目
十
六
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
６
６

－

８
２

－

２
１
１
１

【
編
集
後
記
】

　

地
域
振
興
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
、「
地
域

の
利
点
や
資
源
を
分
析
し
活
用
す
る
こ
と
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
今
号
で
ご
紹
介
し
た
北
海
道
東
川
町
は
、

大
雪
山
国
立
公
園
と
い
う
す
ば
ら
し
い
景
観
を
資
源

と
捉
え
、
大
衆
性
と
芸
術
性
を
兼
ね
備
え
た
写
真
を

切
り
口
と
し
て
、
写
真
文
化
に
よ
る
町
づ
く
り
、
生

活
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

文
化
を
育
む
取
り
組
み
は
、
継
続
が
大
切
で
す
。

町
長
以
下
皆
さ
ん
の
様
々
な
継
続
の
努
力
が
今
日
の

「
写
真
の
町
」
東
川
町
を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。

　

本
誌
で
は
皆
様
の
地
域
振
興
に
係
る
取
り
組
み
に

少
し
で
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
事
例
を
今
後
と
も

継
続
し
て
お
伝
え
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
）

経済産業省（平成18年６月～平成18年７月分）抄  
◆平成18年6月5日付  
氏　名	 （新）	 （旧）

鈴木  洋一郎 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 大臣官房付
 原子力立地・核燃料サイクル産業課 
 原子力発電立地企画官 
 兼原子力発電立地対策・広報室長   
岡野　克弥 経済産業政策局地方調整室長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  原子力立地・核燃料サイクル産業課
  原子力発電立地企画官
  兼原子力発電立地対策・広報室長
◆平成18年6月29日付  
氏　名	 （新）	 （旧）

鎌倉　正次 中部経済産業局電力・ガス事業 大臣官房会計課監査官
 北陸支局長 
笠原　彰 大臣官房付・辞職 中部経済産業局電力・ガス事業
  北陸支局長
◆平成18年6月30日付   
氏　名	 （新）	 （旧）

岡安　賢二 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 資源エネルギー庁省エネルギー・
 原子力立地・核燃料サイクル産業課 新エネルギー部  
 原子力広報官 省エネルギー対策課長補佐
 兼原子力発電立地対策・広報室付  
畑中　耕一 辞職 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  原子力立地・核燃料サイクル産業課
  原子力広報官
  兼原子力発電立地対策・広報室付
◆平成18年７月10日付  
氏　名	 （新）	 （旧）

望月　晴文 資源エネルギー庁長官 中小企業庁長官 
小平　信因 辞職 資源エネルギー庁長官 
平工　奉文 資源エネルギー庁次長 製造産業局次長
細野　哲弘 製造産業局長 資源エネルギー庁次長
舟木　  資源エネルギー庁電力・ガス事業部長 大臣官房審議官（経済産業政策局担当）
安達　健祐 大臣官房総括審議官 資源エネルギー庁電力・ガス事業部長
生越　晴茂 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 九州経済産業局総務企画部総務課長
　 電力基盤整備課 電力流通対策室長 
岩野　宏 製造産業局非鉄金属課長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  電力基盤整備課 電力流通対策室長
中西　宏典 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 産業技術環境局大学連携推進課長
 原子力立地・核燃料サイクル産業課長 
櫻田　道夫 産業技術環境局基準認証政策課長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  原子力立地・核燃料サイクル産業課長
波留　静哉 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 特許庁総務部総務課長補佐
 原子力立地・核燃料サイクル産業課 
 核燃料サイクル産業立地対策室長 
鎌田　光治 四国経済産業局産業部長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  原子力立地・核燃料サイクル産業課
  核燃料サイクル産業立地対策室長
久貝　卓 近畿経済産業局長 大臣官房会計課長
 同局総務企画部長に併任 

電源立地都道府県知事（平成18年５月～平成18年７月選挙分）	
県名　	 氏名	 当選月日
滋賀 嘉田　由紀子 7月2日

電源地域市町村首長（平成18年５月～平成18年７月選挙分）	
市町村名	 氏名	 当選月日

美波町（徳島） 藤井　格 5月14日
五ヶ瀬町（宮崎） 飯干　辰己 5月16日
朝日町（富山） 魚津　龍一 5月16日
東成瀬村（秋田） 佐々木　哲男 5月16日
江津市（島根） 田中　増次 5月21日
別府市（大分） 浜田　博 5月21日
亘理町（宮城） 齋藤　邦男 5月21日
野迫川村（奈良） 高田　幸篤 5月23日
西浅井町（滋賀） 熊谷　定義 5月30日
大野市（福井） 岡田　高大 6月18日
綾町（宮崎） 前田　穣 6月18日
黒石市（青森） 鳴海　広道 6月25日
大町市（長野） 牛越　徹 6月25日
大竹市（広島） 入山　欣郎 6月25日
津南町（新潟） 小林　三喜男 6月25日
六ヶ所村（青森） 古川　健治 6月25日
宮津市（京都） 井上　正嗣 7月2日
加古川市（兵庫） 樽本　庄一 7月2日
山北町（神奈川） 瀬戸　孝夫 7月9日
苫小牧市（北海道） 岩倉　博文 7月9日
尾花沢市（山形） 小野　紀男 7月9日
白馬村（長野） 太田　絋熙 7月9日
玄海町（佐賀） 岸本　英雄 7月23日
和歌山市（和歌山） 大橋　建一 7月30日
寄居町（埼玉） 津久井　幹雄 7月30日

経済産業省（平成18年６月～平成18年７月分）抄  
◆平成18年７月10日付  
氏　名	 （新）	 （旧）

福水　健文 大臣官房地域経済産業審議官 近畿経済産業局長
長谷川  英一 東北経済産業局長 経済産業政策局地域技術課長
本部　和彦 大臣官房審議官（エネルギー・ 東北経済産業局長
 環境・国際博覧会担当） 
宮下　英治 中国経済産業局長 貿易経済協力局貿易管理部
  貿易管理課長
奥村　和夫 大臣官房付 中国経済産業局長
深野　弘行 北海道経済産業局長 大臣官房審議官（地球環境問題担当）
内山　俊一 製造産業局次長 北海道経済産業局長
脇本　眞也 関東経済産業局長 特許庁審査業務部長
高橋　武秀 大臣官房付・辞職 関東経済産業局長
川口　修 九州経済産業局長 中小企業庁長官官房参事官
松井　哲夫 中小企業庁経営支援部長 九州経済産業局長
◆平成18年７月31日付  
氏　名	 （新）	 （旧）
和田　真佐人 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 防衛施設庁施設部施設企画課付
 原子力立地・核燃料サイクル産業課 
 原子力地域広報対策室長 

　
　
　
　
　


